




BLAS(Basic Linear Algebra Subprograms)は線形計算のための基本的なラ
イブラリAPIであり、統計解析環境Rなど、多くのソフトウェアで利用
されている。 GotoBLASは後藤和茂氏によってTexas Advanced Comput-
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さらに、NUMA distanceとメモリーバンド幅の関係は以下のようで
あった。NUMA distance が40以上ではバンド幅が著しく不足している。
read.write cpunode memnode distance bandwidth(GB/s)
read/write 31 31 10 4.61
read/write 31 30 13 3.47
read/write 31 29 40 1.37
read/write 31 27 48 1.20
read/write 31 19 55 1.05

















































レッド数を制御できるようにWindows用にAPI (goto set num threads,
goto get num procs) を追加した。また、DLLが外部ルーチン xerbla
を使うようにした。Rではxerbla はR.dllの中にあり、BLASのDLLは
Rblas.dllという名前でなければならない。 
make BINARY=64 CC=x86_64-w64-mingw32-gcc \\
FC=x86_64-w64-mingw32-gfortran NUM_THREADS=24 \\

































4.332 0.048 1.234 
【おわりに】
統計解析システムRは広く利用されているが、他のシステムに較べてそ
の実行速度は速いとはいえない。したがって特に大きな線形演算を行う
とき、その計算速度を速くすることは重要である。RでGotoBLASを利
用することは、そのためのひとつの使いやすい方法といえる。
